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地方中枢都市の構造変化について
　　　　　　福島市の事例を中心として
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ま　え　が　き

　わが露の人韓は，巣窟都，大飯南，名書屋毒と

いう大都撫では減少し，①その周遺薬毒で嫁増撫し

てセ・る．②札饒，懸禽，底島，福岡毒などの地方

の中核養葦葺∫及び察庁謬豪在地紅おいて増撫し，農出

村においてはいずれも減少繧講ぷ続いている。

　都南への人縫の集中の要羅として次の事柄が考

えられる．繊都市内部における娃会的分業，新橋

産業の発生にともなう麓業機会の増熱と農綴材の

主要な産業（農林業，鉱業）の衰退による農出替

の活力の減少，麟生活環境の利優盤，麟教育・文

髭．遊び及び籔療の発案，紛都毒への著者のあこ

がれ（馨霞，能力発揮の機会〉等である。

　農林漁業や鉱毒業麟地域の主要な産業であった

場合には．土地と結びついて産業が発達し，人々

摂生活していた．罷沃な農地．樹木の茂った毒秣，

すぐれた漁港．豊かな資源をもつ鉱轡形産業活動

の基礎にあったから，その地竣に人々ぶ住み，饑

き，遊び．交流し，独癖の文化をつく穆蟻してき

た繕。こうした地域産業や人々のくらしに立齢し

て商農街が形成され，娯楽施設がつくら蕊．文化

活動や青年懸活動解く警広げられていた．ところ

で争産業の中心麟工業やサービス業と》、つた，い

わゆる第二次，第三次産業に移行し，就業者のう

ち，涯綴的に多くの人々がこ為らの産業に鍵事する

ようになると，±地と結びついて住むというよ鞍

も，就業の機会鱒多く，生活が硬縄で，挟適であ

る場漸に人ぶ蔑むよう｝こなる。

　就業機会の多い場暫紅人々ぶ集まってくると，

地域の構造も変達するから，自然発生的ではなく，

計蚕をたてて，産業立地，羅建環境の整備．施設

の麗麗，教育・文化・衛生，交通体系，轟然保護，

美観等のあ撃方を検討し，土地耕馬を工夫してい

かねばならない．住罠にとって便秘で快適な趣絨

をつくっていくこと，これが都霧の計瞬である。

最近では蕎速交通の発達．桑灘車の普及によって，

産業の立地条件のみならず罎往地域も広籠雛に拡

大してお警，そこから行政に鰐して新たなニーズ

撚発生している。しかし現実1こ轍，不溌，財政難
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を遷露に地域謙遜の検討が先送警されるケース解少

なく撫・ぶ，地方中極趨霧への人§の集中と外廻的

な拡大は続いてお瞬，商業の立纏もまた慶存の商

業地籔をさけて，蟹道や漂遊やバイパス周辺にみ

ら為，商業馨俸の再鞭戒摂進行している。猛宅地

が難外に拡張していき，き勧車交逓に蟹存しな捗

ればならない結果として，避露交通への需要潜塔擁

し，とくに，瞬南海と新市内の接点では．藪1夕た

えず混雑がく参かえされている．薙外に人麟鑑み，

乗積輩を騨駕する大藩培えれ，ぱ，公的交通機麗の

利驚者も減少してくるが，採算を考えないで，橿

鮭的な錘から弱者，老人．子供達のことを考えた

交通麟地蟻の中で重要性をましている。

　都講の外連的な鉱獲麟すすむにつれ，下水道．

学鮫．医療などの生活基盤充実のニーズも蕩まっ

ている。こ砂ように，現実には地方串纒蔀毒の変

貌には顕著なものがあ撃，このままの駿溌を敏麗

しておけぱ，禍根を残す事極も少なくない．

　もちろん簸方都毒といっても，城下町，宿場町，

綿繭町，港簿といった都毒形成の歴史的背景，河

燐，鐵賑，気繧などの露然的な条稗，地域産業の

あ警方，交通鉢系の変化によって今驕の議題も異

な箏，開発主体，都衛と都衛との縫係，人々の生

活様式等によって，都寮にはそれぞ為鰹牲・特徴

があむ，一縷一様に論じるわけには塾かないが，，

ここでは，高速道鶏や新幹線の騰通を契機に矯域

内交通藻整備され，住宅匙解離外に拡大し，また

すぐれ，た企業の進鐵も撫わ警，短麹擬に急激な愛

翫のみられた橿鳥毒を懸象として．地方中権薬毒

開題をと瞬あげようと思う．

繊　歓覆漂小数隣には康楽館という整調の高雅木造

　の歎舞後場ぶある解，鉱由で叫ぶにぎわっていた

　時代に，住疑の盤活と綻びつ恥て建設された文化

　施設である。また編高察梁瞬町妾こは，疑むような

　歌舞伎場（広瀬座〉があった．聡秘62年8擁の大

　水害でいたみぶひどく再興醗難となったので，現

　在福島毒に移されて像存されているが（農村マニ

　ュファクチュアー公獲〉，広瀬甕は養蚕の盛んな時

　代に建設された纏講の高い擁設であった．

　　福島毒には早くから競馬場があ離，東麓で最初の

　高穫ビルぶ建築され，人々の交流の場として綾われ

ていたのも．養蚕，生糸収穫．為替金磁という地域

㊧活発な産業活動の験温を反験して地籔文箆が栄え

ていたのである。また港町として繁栄していた難

竣にはヂ港まつ参」が現姦なお賑々と伝えられて

いる鮮，漁業と結びつ恥た祭である。産業の発達

と欝達して，地機の交髭勝成長し，一定の勢力を

えてきたぶ．またその文化潜産業の存窪選幾を表

示し，産業の発展の鵜激麟となってきたぶ，産業

の衰織とともに形骸化しているとはいえ．難域文

｛ヒは伝統行事．歴史的遺産として伝承されてきた・

至　福島露都欝構造の変化

｝　商業都毒としての福島霧

　掻海霧は，鑑夫羅，啓達藻の養蚕，製糸（蟹題

し生糸〉の集荷地として，農耕集落に整磁をおい

た臨業薬毒として，また，橿髭漂の業務都市とし

て発展してきた。周辺農鐵餐で生産さ為た繭や生

糸潜商人によって集められ，生糸は綾査湧で一定

の験査を受けた後に，舟場驚から舟で厨裁際鱗を

通って横謀の聡渥に売られた。瞬結串霧に嚢本鉄

道が敷設されるまでは，舟運ぶ最も有力な交通手

段であったから，溝鰐の透くの地域で取撰や臨談

が行われて，その地域に都議が確立された．

　絹治の禰期の橿鳥羅の製糸業は，主として座繰

製糸であった．農家の生産した繭を商人が賢い集

め，それを魑の農家に離貸しし，または生産農家

に繰警糸とさせ，その生産鞠を集荷し，横漫の聡

屋に藪売する。生糸商人は，繭や生糸を買い集め

るためには，多額の資金を必要とした。その資金

は為替手形の割引によって調達されたので，厚く

から金融機難解癸達した、

　生糸蕎人はまず，新糸鐡羅蓼熱こは毒己資本を

もって生糸を買い集め，それを担保に資金を愚吟

たが，聴入の多くは，売雛主として横漢聾盤あて

の手形を振警織し，それに貨勃引替証書などをつ

けて，銀行で割撰くことによ鯵，現物ぶ穫鋲商人

の手もとに麗いて，その代金の支払籍赫行われる

前に，一建貨繋額を手に入れた。生糸の集荷地と

簸売雛と摂遠隔であるうえに，新糸の綴懸蓼幾が

短蟻溝に集中したので．新糸の買｛書けのために，
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謹額の資金解必要であった。そのため，荷為替手

形の振出しと麟引解麟罵され，雛元で蚕糸金離が

著しく発展し，舞本銀行福島支店12／の醜業も，詑

海道を醗酵ば，全馨的垂こは，大阪．京馨，福岡，

名書餐についで早かった．

　このように橿島毒は地綾農業に基礎をおいた商

業擁毒のほかに，蚕糸取瞬，金融と結びつ継て発

展してきた．迅速な取穣の必要性もあって，都毒

の各種の機籠隷幸心蔀に集積してお静，糧対的に

整い土地江南篠，銀行，事業湧，各種懸体機弱

　（商工会議漸等〉，住宅，病幾．学校，文化施設溺

集ま移，効率のよいまちを形成してきた。しかし

交通の未発達の時代には，鄭市の発達は，地理的

条件の影響を受けることぶ大きかった．橿島南窓捧，

吾妻・あだたら由地と奥溺繊賑に大きくはさまれ

ている盆地として麟約され，酸鼻づけられているだ

けでなく，毒内縁1海鱗と出と鉄道に霞まれた匙蟻で

あった。まちの西都には吾妻露系撚あ蓼，薄部の

金鰯出や笹森舞に綿々トと連なっている。毒の東詫

灘には，鱈武縷擁のすぐそばまで十葺劾露撚迫っ

ている。難露都出々で露まれた典型的な盆地であ

る．平壌地には，陽斌1藝畏鱗，松擁．須摺，さちに

難上轡や濁擢等麟流れ，さらにまちの中心藻に鱈

夫出が東蓉に横たわ鯵，翻爺としての篭遷的な拡

大．発展を懇蓋している。このような地理的な条

件から，橿島毒の発展は，陣裁羅摺の薩灘，欝夫

露の南麗，須絹の詑灘，鉄道の東綴という一定の

限定された狭い地籔に畷定された。

　さらにこの地瑳的な醗約条件のほかに，講詫の

鉄道（東麓本線，奥羽本線〉および鉄道駅と聡達

した巨大な工場群の立地によって，都議地域は葉

蔭に分数された。蔀霧の構造もその盤整を異にし

た。鉄遂の東綴は商業，公的業務，文化，・教官，

緩療地域であ蓼，護灘は農業地竣として発達し，

菓撰錘には公共施設摂多く設置され，道驚等の基盤

整騰解充実して熱るぶ，藩灘には，小中学校，公

費館等を除けば公的施設は少なく，公黄事業の投

下も銘較的少なかった。

　講者の根互交流，権互依存性も少なく，それぞ

れは独奏の盤整を異にする地壊を形成してきた。

　箆較釣革くから擁毒化のすすんだ福轟駅の東簿

には，溝趨や出，鉄道と工場欝によって都議とし

ての地域圭の紘大都できなかったので，遂に集中

的な投資麟行われ，商癖，事業癬，病続，学校，

行政上の諸施設が地域海藻に効率よく醗置され，職

盤i一体の薬毒鱗形成され’た。囎潜轄蜜店でこ轄には人

蔘住み，事業辮の近くには控宅潜ある，という具合

に勤率のよい，穣互敏春姓の強い地域潜つくられた。

　地籔内での交通手段としての道露の鉱鵜解遅れ

たのも，髭較的装い地域晦で産業活動解営まれ，

縫歩または窪転車で十分闘にあう範霞内に人々が

住んでいたからであった。地域内で，経済，教育，

文鑑，医療，生活上の需要を亮実できる都市構造

ぶ交通のあ箏方を規定したのであった。都毒は敬

躯鉢系に拡大するのではなく，むしろ逆に襲毒内

に集中し．霧環的な交通，東西癖麓σ〉交遠網嬢整

備され，勤率の良いメカニズムをもっていた。

　大藍の宋幾に飯薮電車（大豊捻年〉や露露竜華

護衛街電車3（大疑潅3年〉潜撰1通し，癌島～飯塚iだ

けでなく，福島～啓達～簸教，撰達～保原，保原

～掛爺，轡襲～梁鰐にまで電車ぶ逢っていた．こ

の交通手段は，縫帯内から薙外への拡大ぶ霞的で

はなく，生糸取引を背景とした遠隔麹交通誤謬的

であった。そ轟は撰編島事砂外部への膨張から発

生したものではなく，生糸や繭などの取撰の構内へ

の集中機能から生まれたものである。澱衛内が最

もまとまった地域を形成し率心部へますます富と入

舞が集まる手段として交通が考えられたのであった．

鱒　嚢本銀行は．鰺82（瞬治i5〉隼臼‡銀行条例に

　基づき，懲月欝舜露業した．£乏下の点を聡業の醤

　的としていた．

　①　各蟹堂銀行がばらばらに癸得していた銀費券

　　を舞本銀行に集中し．近代的統一酌遜貨離度を

　　確立すること。

　⑨　屡本銀背と懸立銀行との穰の手形再餐蟹をさ

　　かノしにし，羅立銀行の資金に弾力性をあたえ，

　銀答麟度を整備すること。

　③　嚢本銀行の再調撰率を携き下げ，低利かっ難

　竃な貨驚資本を繊織して難産興業政策を推進す

　　ること．．

　蟹立銀行オ豊じょじょに普選銀行に転記し，醸業

　銀蕎として発展することぶ蟻待されていた。その
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ため，趨業手形の再調雛霰饗の強い麩域には，鐵

張湧もしくは支店を設置していった。

　羅本銀行福灘鐡張辮は，i81捻（醗絵32〉年7月

欝嚢よ静業務を雛嬉した（欝賛年§鍔支濤に舞賂〉。

　その設置遅譲を要約す轟ぱ，欧のと諮蓼である．

①福島は，二大鉄道の集会点として交通運綴の

　要籔こある。

③　福島票の金離の繁忙は東詑6集中最高であ雛，

　その金磁の幸心は福島町近薙にある。

⑤　隻糸隷歩わが撰輸罎贔のうちで簸も重要なも

　のであ移，福島は，わが羅における喜数の生糸

　産鐵簸絨である。

⑧　盤糸取強ま，多額の奮醗を必要とし，橿鳥に

　おける盤糸取残高鍾東麓全｛本の大都分をしめて

　替る（賛本銀行福島支篠奮橿鳥繰金離経済の歩

　み毒躍舞越年〉．

　また，董8鯵麟治32〉年7月2臓の福島鐵張穫

長心得の，盈糸資金醗資跨ための手形再割撰の瞬

始に関する上申の要冒は，次のとお鯵である。

　「福島町ハ東詫難方二焚ケル董糸ノー人集敵地

ニシテ瞬地方二産鐡スル生糸ハー箆橿鳥二葉婆懸

島癈人ノ手ヲ経テ内外各地二輪送セラルルマデ

ニハ鑑幾荷造ト運機トノ二段ノ手続ヲ要シ鍵テ資

金ノ需要モ旛二段二分ル露チ酵鑑幾荷造中二荷勅

預券ヲ保護贔トシテ約束手形ヲ振鐵シ以テ資金ノ

離懸ヲ求ムルモノ麟売込ノ為メ運毅二際シテ蒼頭

夢誕盤手形ヲ振鐵シテ其離遜ヲ求ムルモノ是ナ撃．

　鱗拾三十二年本管篠島鐵張翫ノ離設後以上二種

ノ手形二就キ合銀蕎ヨ穿福島鐵張辮二韓シ再割撰

ヲ請求シ来夢タルカ←／ハ荷造辮縫員ノ鶴レモ旛当

ノ揺霧アルモノナル二弦琴舞ハ運送癖ト荷受主ト

ノ信繕魏擁ヲ調糞ノ上再舞雛ヲ許蒋シ以テ福島鍵

方金離ノ優益ヲ錘夢タシ云々鼠舞本銀行清華史懸

纂委嚢会穣本銀蒼沿革受書第2巻　第二鑛営業，

大鑑2年．2欝～7ぺ一ジ）．

　賢奉銀行鑛島鐵張覆縁，瞬設してまもなく，生

糸荷造鋳の預議券を撞保とする約束手形の再割群，

運送会縫の貨勅撰換書および保験会櫨の保険証を

灘談としての荷為替手形の薄霧綴を行恥，橿轟地

方の症糸金離に大きな影響をあたえた。なぜなら，

一定の時嬬に集帯する蚕糸購入のための莫大な資

金を，蔭本銀行が盤給したからである．その諾果

として，たとえば，第薔七銀行の貸鐵金騨は鰺97

（絹》台3奪〉俸蓋窪舞寺の率均金孝讐i割3分5護露玉ら，

懲春客年にはi翻2分護痙へと，玉分i塵低下して

いる建福島銀金離経済の歩み藷〉、

二灘簾の窒濡銘とY字墾都毒へ紛変化

　躍毒内への五霞の集串ぶすすみ，建宅や施設の

釈溌ぶ餓舞歌態に達すると，こんどは逆に分数イヒ

の傾海嚇あらわれた．謡講内からの人爵の流鐵は，

昭趣33年からはじ裏る解，著しい減少領海ぶはむ

まるのは昭秘鎗年代に入ってからである．

　膿霧海．いわゆる中央匿の人々は，露秘35年

62，3蕪人か艇§年5§，772人，酪年鶉，2§7人へ減少

し，さらに平成2年籔，888入となった。35年から

平成2年の鱒年闘に27，蕊2入（艇．§％〉減少した。漂

内の舞粒で3§年譜に襲％も人簸が減少したところは

少ないので，県海最大の遍疎跳域の一部とみてよい。

　もともと福島市は，商業都毒として発展してく

るのであるぶ，絹絵41年には廃藩罐銀によ馨，県：

庁藤荘地とな警，瞬絵塁｛）年には毒麟を旛縛したぶ，

その当時の人韓32，5友人，縫帯数5，582であった。

大蛋9年には人暮35，聡2人，量帯数6，757，駆隷

蔦年記，護艇人，　8，8彪繊帯となったぶ，毒の人爵

矯模はそれ縁ど大きいものではなかった．第二次

饗1舞大戦後の羨揚者の塔擁もあって人βは培えた

が，福島毒の末羅の増撫の最大要露は．周辺町村

の合｛拝による霧域の拡大であった。

　昭秘鎗年には，醗替合爵促進法によ蓼，笹谷村，

大笹生材．吉芽蒙繋重，土湯；雛，立子出村等を合爵し，

39年には簸薮町を，戯年には膳夫村，松繕跨を燦え，

墾年には吾妻欝を合僕し，福島覆は藏積7妬麟，

縫帯数騒，§舗，入費22万人の蔀薦となった。軍威

5年総員には，量帯数鱗，§§轟，入舞28万2千人の

都毒となった。面積ではいわき南についで大きく，

人麟では，いわき毒（嚢積i，2離懸，人爵35万8

千人），郡繊毒（藤積7誕麟，入舞32万i千人〉に

ついで大きな都毒である。

　轟轟毒の人醗ま，逢5年22万7，壊5i人から5s年2感

万2，8留木，平成2年27万7，528人へ騰年職こ22

％増1策しているのに，羅寮内は講i難獲翼こ，・5《｝，772

人から騒，888入へ3玉．3騰減少している。毒内の縫

帯数は瞬難闘に，58，3器から89，総8へ52．7％堪え

ているのに，鰻霧砲では羅，962から錘，2鎗へ，選
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地方串権灘市の購造変貌について一一福轟毒の事鰐を幸心として一

帯数さえも5．§％減少している．躍藤薦年には橿

島毒の人§のうち22．3％は縷議内に住んでいたが，

55年には蔦．3％，平成2年捻．6％にすぎなくなっ

ている。

　昭率雛5～55年の憩年商の人縫の塔癩率欝％以上．

量帯数の塔大卒鎗％以上の鐘域を結べば，毒内に

おける都毒の発達講造はY宇型をなしている．①

詫西部（溝水，笹谷〉の方講，③詑部（余嚢．鎌

鎌，瀬上／の方講及び，③講部（音聾蟹，信夫，

杉妻，蓬莱〉の方晦である．つま警，福島駿から

簸坂濃漿とを結ぶ飯藪電車沿線，橿鳥駿と米沢・

（董§§3〉

出形毒とを結ぶ国道捻号線沿線ぶ詑護部であ穆，

露道漿号線の橿鳥から詑灘潜鹿部の住宅地であ箏，

その緩道の南翻及び周辺地域瀞爾蔀であるが，こ

のようにY字型を呈しな麟ら入舞の急塔地帯が形

成された．簸振電車と国道沿いに新興建宅地ぶ形

成された。これ紅薄して，暇甫内鷺中央と周透織

腿部（笹聾，飯坂，松郷，土湯．佐倉，立子年給

では，大農は減少または停滞している。その中鷺

として吾妻，野欝，瞬戯，大破，渡耕地載では微

塔傾晦を示した。

表で　篠島帯地褻人縫の推移 暈縫：人，％ （各年欝月i鐸現在〉

地 区
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大

　
萎
襲
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杉
溝
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轟霧）蟹勢講査

表2　囁島露地獲懸盤帯数の推移 単｛宣：毯帯，覧　　（各年欝薄i嚢現在｝

地

雫

綾

杉　妻
湾
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総勢 纏島大学地議醗究第6巻第i弩ま鱒亙8

轡遭　橿鳥露地籔懸涯分

撫
続

　　を　コ　
　　雛、

　　鼎糊‘

猪藤代驚

　　宮絨集メ鞭郷

　　　　　　　　　　　密
　　　　　　　　　毒械
　　　　　　　　　薦賑
　　　　　　　　　毒

　　　　　　　　　　　蟹昆町

誰蟻．「鋳

鵬…甕慧一　　⑳鎌⑱　　　霊
　　　　　　　　　　　　藝i　緯
　　　　　　　　　　　　糞1

総記鱗讃轟登、
　　　⑤血※1壕轟轟ム聾癖俣町
　　　　　　ゑ　　　　ね　　ん　　ゑ

鴨鰍11墨調簸

二櫛＼懲押

　このようにして福島毒は，一方では毒の中核部

分を講威していた暖帯内の人aの激減，縫方では

周辺識翼部の過疎化という，いわゆる都毒のドウ

ナツ化現象と農出村にみられる過疎化という諸周

題とを含みつつ，それとは薄照的なY字型の末羅

急塔地籔が形成された。それと講時に新興戒長都

毒のかかえている新たな諸購題一道蕗，学絞，都

市施設不足一が発生している。このような入籍動

態の急激な変化の中で，騨鄭毒にあり勝ちな末羅

のドウナツ化．空鴻化現象と農識村にみられる過

嫁鑑現象と萩興擁毒のかかえる人纂恵贈にともな

う都議施設の不足という盤質を異にする三重の問

題を瞬藝寺に包含することとなった。

　このようなY字型の麗発エネルギーは，昭鞍55

年から平成2年までの欝年聡には緯透に鉱夫され，

東部，吾妻，鑑夫地域で欝％以上の人員の増撫を

みた．かつてのように集中的なY字型の入籍の移

動は緩められ，広域化している。

登　急激な都寮構造の変化の諸原饗

瞬市内は人々が生活するのには便利で快適であ

　○　　　一合欝羨の漿醗秘奥

螺一構継漆難行

璽一鵬轍
麗聾一結33急舗

轟一確認乳鰹
騒籔一瀦禽鰭
Eコー躍32エ鰹

麗一鞠．L餓
璽・一難濾舗
蓑……・一騨3欝金欝

①飯壌⑦榔葬 ⑭余舞
③大笹生⑧欝夫 ⑬鎌纐

③吾妻③鰻毒 ⑯瀬上
軽）土湯　　⑬　音聾購　⑳　護零辱

⑤雛倉 ⑳野曝　⑱霧瞬
⑧蔑井⑫溝水⑲大波
　　　　　⑫　笹谷　　⑳　立子出

る．交通の硬潜よく，歴史，文化財溝あ蓼，醗斌

隈癖の示達もあ諺，複合的で落ちついている。吾妻

由山系や猛夫緯の景観にもめぐまれ，コミュニティ

ーの連帯もよく，賢い彗麟こ患かけるにも硬科で，ち

ょっと夕方に飲みにいくにも手軽である。教育，医

療，羅，文化などの地蟻的サーどスにもめぐまれ，

駿甦黎こ鐵かける垂こも下駄ぱきでいける。人々の生活

と褻然や歴史がとけあい，公共施設の水準も高く，

教官，藍療，賢雛勃などの欝欝的なサービスの享受

も可能であ瞬，災害も少ない。美しい景観，街壷み，

歴受的な施設もあ移，どこへ鐵かけるのも徒歩または

嚢転車で十分闘にあう．職髄購入滲こみ，機籠の

未分離の曖昧な面を残している解，窪然，歴史，生

活が複合化し，住み，生活していくうえで，獲麟で，

駿適で，楽しい都毒区域が形成されてきた．

　この住みやすく硬莉な織南海がどんどん遜疎化し，

駆鵜35年から平成2年までの灘年弱に入籍は毅％

も減少しているばか警でなく，盤帯数も6．雀％減っ

ている．なぜであろうか、さらに，一盛帯当移入縫

騒．i人から2．蓬人へ減少し，高齢化がすすんでい

る。なぜ若い人審どんどん墨ていったのであろうか。

　街壷み，各種施設，上下水道，歴史など水準の
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地方中躯灘毒の構造変乾について一一福繕糞の事霧を率心として一 （i5§5〉

表3　徳島毒の事業藪の推移

i　罎熱鎗年　　　　聡舞幾年　　　　軍議3年　　…鐵燕藪軍威3懸姦

i事業解数1鍵叢書藻葺事葉藩薮廃業霧数1髭業巻数1事業携歎｛饗業巻数
全　産繭謙灘32，盤漏，6磯3，635購．重，戯、7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

第玉次産麹一ｦ一面一嵯31蘇3§3i　s．警i37．§
鎮　　業i一可9畦…　圭5…鯵　欝…幽…血23．墨痔7．4

建　麹辮御簾主脚i購4涯鵬i董礁3鱒　？・7
製　造　業1欝2…24，鰹董，膨…27，287ii，総2癖i8，6123．6

第2欧産業柱藤2，3垂2i38，磁2，嫁鏡2，i＄5…溺コ魯．§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

錬躾7蕨藁r豪雄融，躍6，3鯨34，7鞍6，雄繋，麟里8．毒講．圭
金　灘・鎌鹸業i　轟「　　麗以　5，2鋸1　謄5i5，68麟　　題．§i　照．7

不動産業τr露一丁轡㎜颪τ面■r■露r亙，継師r63．2
　　　　　　　　　　　←運鞭羅業1蹴謹，i2茎i32創8，鵬　32？i7，擁　総．318？．9

電籍ス蝿業i　覆　7i3i菊砺「24i，圭7鱗腸．鑛縫．王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

サービス桑海，蹴i7，8籠3，鱒3羅，郷尋，欝認，7威鱒．§1窺．§
　　　一一一　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一輝
�@　　務…　玉融7，38§1　欝7…乳725i　工工617，灘　欝i　2．2

第3罐業19，3瀦s，欝i至，55難，2麟2，2i誌縫，麟3董．圭1灘，董

資料1事業嚢総誕

高騨ストックがあ警ナ地竣的サービス，科硬性ラ

快適姓などのすぐれた都毒殺境を享受できる難域

からどうして住疑ぶ不優な蕪外へ去滲，アメニテ

ィーのレベルの高い醸海内が溝内最大の遇錬地帯

となったのか，こうした疑総潜発生する。このよう

な都霧権造の変化をもたらした要霞は粥であろうか．

一　業務都欝化

　瞬寮内の人縫減少の第一の原霞は，曝驚内の毒街

化，事業海の舷大，建造勃の高縷化によ瞬，都議機

籠の分化鱒進んだことにある。事業翫の塔撫と高屡

ビル化撚促進され，職建一体から職註嚇分離した。

橿島霧の事務所は，昭灘欝年n，284桂，軍威3年

雄，6器縫とな滲，3，3綴被（鎗．i％〉塔撫したが，そ

の中でも金融・保験業糎．6％増，運輸・通繕業齢．3

％壇，電気・ガス・水道業鵠．巷％増，．サーどス業鎗、蓉％

塔にみられるように第3次産業ぶ増撫した，鍵業者

数につ恥ても，i6年職こ戯．7％塔擁している越，サ

ービス業，運輸・通儒業等を中心として第3次産業

斜著しく壇えた。平成2年の撰勢調査によれば，福

島霧の就業者総数は難万i，縫6人であるが，そのうち

オフィス就業者は護9李9磁人（35．嘆％1であった。就業

者数の多い灘出講（慧五S，8鍵人〉よ警も人数（蓬万

6，総i人／的にも．塞合（29．6％〉においても，纏

島毒麟高いのである。このように専需妓籍職，管

理職および事務職の蟹合が高くなれば，事務轟，

　　単襲1筏，人，瓢　　　　ビルが必要とな吟，その

　　　　　　　　　　　事業誘，どルが償寮内に

　　　　　　　　　　　立地し，その矯模を拡大

　　　　　　　　　　　した．

　　　　　　　　　　　　毒街地銭は，鷹史や伝

　　　　　　　　　　　続落あ参，生活基盤も整

　　　　　　　　　　　鶴iされ，快適・雛…・舞舞蔓性

　　　　　　　　　　　にも富み，鑑み，饑くの

　　　　　　　　　　　には良鋒な地填であった

　　　　　　　　　　　潜，人々鐙生活よ穆も一定

　　　　　　　　　　　の拳i益をあげる経済的空間

　　　　　　　　　　　となった。この性賂の変化

　　　　　　　　　　　に臨むて，経済的合理主義

　　　　　　　　　　　にもとづく編絞解始まった、

　　　　　　　　　　　　かつては，票庁繭遜鯵

商縫藷街善こ季ま，　ノ受スターミナノシ毒翼あ雛，橿島集最初

の百貨唐である率合拳あ鯵．一定のにぎわい解あ

った越，大型商業施設を駅震1辺紅集中させるよう

な再雛発事業解推進された（霧雲誕8年歓の緩巳屋

ビルの移転〉。福ビル・平熱ビル等の高屡建築の発

達は，土地懸擦の高騰も換わって，官庁・企業の

事務勝，銀行．薦業施設の集串を促し，盤宅地を

変質させた．中心部の無毒施設や事業携の集積と

その絃大は，盆宅地を遠方かつ量綾地に移動させ

たのである。瞬市内が経済的空聞としての役割を

麺うようにな鯵，南街簸域の拡大とともに居住入

舞解減少する繕果となった。

二　就業人爵の塔大と核家族牝による住宅欝要

　の増熱

　繧融35年には橿島毒の総人韓のうち就業人縫は

3｛｝．§％であった解，韓年には38．魂％，薦年には5｛｝．9

％に達した．これは侮を意陳ずるのか。それは一

方では，一人当滲の薮入は緩くても，一重帯盛鯵

の鞍入は塔擁したということである。その増寿鐸は

農家においては兼業化の，一般家庭においては共

働きの結果であった。このように一盛帯蜜警の取

入の増撫は，衰動車，ヒfアノ，電気製品等の耐久

溝費財の購入を可能にし，さらに盤宅建設を推進

できる経済的基盤であった。

　さらに．聡撫韓年の第2次および第3次産業の
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表4　橿島畜産業懸就業巻末羅の推移
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資料1麟勢調査

餐業灘灘4，8唾7人であったが，灘年には獅，5質入へ

25，67巷人（34．3％〉塔プ罎した．さらに，単球2年には

i26，2磐人へ25，726入（篶．6％〉塔撫した．曙秘嶋

年と軍威2年を箆較すると．第2次産業鍵事者は

68．9％，第3次産業のそれは68、6鵯培えている。

　このことは．住宅地についていえば．産業に講

約されて一農業．漁業，躰業のように，土難と結

びついた産業との聡達において懸盤地潜定まるぶ一

住宅地を選撰するのでなく，利硬性，快適牲とい

う条件で，住緩を構えることを璽能とした、第2

次および第3次産業ぶ増えたということは，農

住地の選毅騨それだけ§羨になったということ

である。サラ婆一マン，農家と異って，笹谷方

面に住んでも，野麓町に住んでもよいわけであ

る。

　就業構造瀞変化し，サラ夢心マンが増擁すれば，

優利な地域に人が住むようにな吟，居住難の露撫選

籔の懇懇潜鉱が蓼，それだけ灘南講懸の必要性が

轟まるのである、交通基盤が未発達で，縫歩およ

び嚢転車に依存していた綾繕には，人々の往羅地

は際毒内にかぎられたのである解，住宅地が郊外

に鉱が滲，道整交遜解整備され，嚢動車の普及に

ともない，都申の外麺的な鉱夫が推進された、

　人籔が罵遷都へ移動したが，交通手段の利罵釈

溌をみると，昭藤5書年以降麗鉄（堤往JR〉，飯壌

電車．橿島交通バス，羅鉄バスのいずれも，橿轟

駅利灘i舞平均乗客者数は減少し，その減少率は

贈瀦憩～騒年の懸に欝～欝％に及ぶのである。そ

の後は橿島駅粟興のバスターミナルの整備によっ

て，バス無稽客はやや増毒餓こ転じ，また」衰や簸

　　　蝉盤1人，暢　　　壌電薫醗裁獲急行の稀濡

　　　　　　　　　　者も一定数確保され、ている

　　　　　　　　　　ぶ，鎗年代の利稽者の状溌

　　　　　　　　　　（轡醗急行を除く〉と比較

　　　　　　　　　　すれ，ば，減少している。

　　　　　　　　　　　このような定時大量輸

　　　　　　　　　　送手段にとって代って登

　　　　　　　　　　場したのが臼動牽交通で

　　　　　　　　　　あった。嚢勧牽の保有台数

　　　　　　　　　　は灘秘戯年25，倉§§台から

　　　　　　　　　　騒年82，§縫台へ増擁した．

3．3倍となっている。とくに，当家薦車はこの憩年

職こ5，鵬台から妬，倉倉§台へ8焙の急塔である．

この密家馬車の普及が1暮露内から蕪外への人縫移

　　　　　　　　　　　　　　　　動を屠龍に
表5　福島毒震動華保有台数の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　した条韓で

ま塑鑑5謹雌
　　　　ド　　　　ムき　　　　　す
　　　　　　騨　　　　i

婁劉響i響
乗懸 p　1　§！

離家T5働i鞭i
驚騨慧i’笥
小聖二輪郷　2欝i6了31
魏魏i8脚，8？2ξ

縷
2．3

垂．§

7．遵

8．暮

2，3

3．7

2．餐

i．3

合 訓25・276画欝 3．3

資料：擁島毒資麟よ蓼鐸載

もあ瞬，ま

た，その逆

でもあ蓼，穏

互に搾耀し

あった。警

動車と道驚

の新設と新

築住宅ブー

ムぶ鮭びつ

いたのであ

る．

三羅遵による擁霧の分懸，灘交通体系の確立

　瞬霧街地の入籍を蕪外に移動を響能にしたのは，

蕪外における住宅地の形成だけでなく，交通体系

の確立であった．馨道4琴線，爵号線の鉱纏，新

設，繭部バイパスの馨遜，さらに膳夫海トンネル，

八木石橋の改良等いずれをとっても，交遜条件の

急速な発達嚇，市内の馨棄構造の変化にとって決

定的であった．交通体系の発達は郊外への人韓流

畿の条緯となっただけでなく，趨市内部の居住条

件の悪化及び流出の外的強麟となったことは涯舞

すべきである．

　橿島毒は籔毒内に多くの人韓を擁し，徒歩，嚢

転車でほとんど罵をたしていたので．郭外と結ぶ
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道驚はそれほど重要ではなかった。した潜って，

麟遵4号や醸道爵号線潜毒街地に敷設され，結果

的には，霧街地を分擬することになる麟，この遵

驚の敷設については，地禿の人たちの強籍要請に

よって行われてきたのである。というの絃．霧砲

の幹線道艶の整備については往来その必要盤麟低

かつたから，蕪島毒の交通は穏蝿的に立ち遅れて

いた．この燦醗遜として幹線道鶏摂設麗されるな

らば，地元負撞が少なく，その劾巣として，周透

から橿鳥毒に人が集ま警，寮費が遠方に患かける

にも便利になると考えられた。羅道の交通解ひん

ぱんとな鯵，大蔑摸道鋒の敷設によって便瀦紅な

るどころか，都霧瀞分断される結果になるとは盛

携考えられ，ていなかった。しかし，理婁には蟹道

は優利，快適であった解，しかし瞬幕内の分懸と，

人糞の菟外への流鐵の手段となったのである．霞

遵4暑線の雛通によって甫の南，北方灘へ盤宅燐

鉱太し，薦乗出トンネルの縫遜によって羅鐵地帯で

あった御出方醸が住宅地とな警，八木醸矯め改良

によって茜部雛発にはずみがついた．国連の建設，

その周遊の業務地髪，難儀高騰によ瞬住浸は半ば

強題的に立ちのきを遼られたのである．いずれの

場合も，道露は鍛青海への居達者の塔擁ではなく，

薙外への人爵流雛の手段となった。Y字型の綾射

的，交通体系の整備が，その整備に講応ずるよう

にY字型の住宅地籔，Y字璽の人鱒塔擁地織を麟

嵐してきたのである。

霞　新幹線6〉醗遜と都露構造の変牝

　福島市の都毒講造の変化の中で．と陰わけ重要

性をもったのは東麓新幹線の醗通であった。東北

新幹線の場合には．棄海道新幹線とは異なって，

醤大な経済力をもつ大都毒を高速鉄道で結ぶこと

によって，経済的ポテンシャルを発揮させようと

するのではなく，むしろ蟹家的プ覆ジェクトを実

施し，強烈な外的麟嶽を与えて，新しい環境への

麟慈の遍程で経済弱灘，文化や欝轄の交漉を推進

しようとするものであった。すなわち，高速道蕗

や高速鉄道の闘逓という産業基盤の拡充が行われ

ることによって，工業化を推進し，商業活動を活

発化し，地蟻建疑に雇灘機会を与え，その勝得水

準の海上を麟って末羅の癒鐵を羅宣するとともに，

交遜棒系の発達を契機に資本と労縁力の地方分激

を縫逸し．都毒機籠の適亙翫置を行い，国土の総

合的・妙率的科濡をめざそうとした．地壕の雛発

解翼的であ彗．高速交通はその手段であった。

　たしかに新幹線の灘遜は，地域内交通の発達と

麗速し，輸送暗闘の短縮，輸送上の利便姓，快適

牲，定時牲や大量牲とによ蓼，輸送範霧の鉱夫，

輸送薄象の塔蕊等の交通の経済的硬叢のほかに，

歓会面および文化藏での人々の意議を変化させた。

社会的分業の促進，産業立纏条件の変紀．毒場麟

および生活羅の拡大，歓会資本の充実等といった

縫会・経済的変化と人々の交流の活発化ぶ交通条

欝の変化によって縫進されるからである．こうし

た条件が地織内条群よ鯵も．外的交流，外的覇激

によって推進されるとしても，新幹線の騰通の勤

果は，歓会・経済的のみならず，人々の意識の覚

醒をもたらし，種々の影響を与えた。とくに重要

なことは，都毒構造の変容の外的強麟であった．

　橿島霧の都心部は海鱗と餐妻夫技量と鉄道で遮鑓奪さ

れ，たうえに，うなぎの寝床のように総長く発展し

てきたが，その艦名地域の中央を新幹線が還穆，

瞬駅と新幹線籏を結びつけたために，盤活環境麟

大きく変化した。薦福島，蓉糧馨，森合，御出と

いう，住宅地としては市内の最高級の地域を新幹

線鱒通過することになったので，工場，会桂，商

店，簾館，住宅は半ば強灘的に立ちのきを遊られ

た．鑑みなれた一等地の生活場漸を離れる以上，

人々は幸墓島駅青玉ら2～3キ葺メ隅一トノレの範黙内で

代替地を強く要求することとなった．婁時の霞鉄

あるいは盤宅僕給公役は，新幹線雛遜という翌、と

命令によ琴，駅から2～3キ買メートルの鑓麟内

の宅地・霞蟻を買恥あさった．

　しかも新しも．羅聴羅§年8鴛i5嚢のニクソン声

明以降，わが撰経済は麟内景気麟激政策を強灘さ

れ，金融・財政の大鑑緩趣，通貨塔発にともなう

インフレ景気政策下にあったため，土地懸格の上

昇に娘車をかける結集となった。たとえば，森合

地域の宅簸などは，紹秘馨年には一坪蜜た吟i万

霧程度であったぶ，欝年には騰万海に上昇した．

　新幹線の麗通による住宅の準ば強請的な移転は，
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当籾はたんに控宅の移転，商篠薄の移転にすぎな

かった溝，しだいに建宅建設ブームをつく警だし

た．土地懸格および建築資材の急激な上昇が±地

投機と建宅建設を繭嶽したからである。厚く土地

を買い，早く住宅を建設しな継れば，乗警遅れる

という癒機意識潜強く働いたからである。福島験

周辺2～3キ質メートルの範霧内の±地や漂遊沿

いの±1堆は．需給潜逼遷し，みるみるうちに高騰

し，一般漁浸の購入できる籍懸をこえたのである。

そこで一般サラ夢7マンの購入できる土堰懸鰺と

しては，笹谷・平野などの簸振方癒，余馨・鎌懸

・瀬上という覆道4号・線の詫部．あるいは大森・

杉妻などの藷部へと建宅地が変化していった。

　新幹線の顯選による立ちのきとそれを契機とし

た土地懸格の上舞ぶ薙外への往宅地め拡大を促進

する要石となった．土地嚢穰の土弄は銘年欝月の

第嵯欧寧菓戦争に端を発する履濾危機・狂魏勅懸

で一挙にふき鐵し，年々撫速度的な傾麟として新

興住宅地をおそった。纏癒公拳法にもとづく「土地

公示」によっても，臆年から55年の6年闘に笹谷

で6§％，八本籔で54％上興した。土地懸楼が繧織

的に年々上昇したので類帯内で住宅をもっことは

一般サラ夢一マンにとっては絶望的となった．こ

のようにして難外へ移動を擬嬉した住宅建設ブー

ムは一時的ではなく長幾的理象の嶽櫨を示したの

である。しかも遠縞地へと発展し，露勧輩交通に

敏存したので，都毒謙霞といえば道驚をつくるこ

とだといわれ、るようになったのである。

慶　福島市4〉まちづく蓼の方向をめぐって

一　都衛縫発の基本開題

　橿鳥毒の蔀市構造の急激な変化の中で，饒域醗

発の根本問題は，道鶏および駐車場の縫題とされ

ている．これは，今欝の自動車交通の顕著な発達

の中では一つの害い分である撰，道鶏や駐車霧購

題は都市麗発の一つの手段であって，それ趨体甕

的ではない．簸方鄭瀧の聡発の基本麗題は，道鋒

や駐車場の問題ではなく，その地域に含まれて熱

る土地をどのような罵途に科駕するかという土地

利絹計露こそ基本題題だからである．

　繭業地域における都南詩醸または薬毒麗発とい

えば，人々の念頭には道跨め鉱縣，駐車場の設置．

舗装，緑地の設定，盤宅地の建設．各種公共施設

の設置潜思》・うかべられるが，その基本麗題は篭

城建長の快適にして楽しい買い勃，娯楽，慰安散

策などを喜まじ．め．地域コミュニティー機龍を塔進

ずることである。いかにして地籔猛民，覆践や濃

費者の大多数に，快適，孝鞭，安全，保健，衛生

の点からみて，籠率の高い商業地蟻を建設するか

麟基本であって，遵鋒の新設や紘綴，地籔の美観

が重要な地種を占める。

　とくに中央商籍街は，徒歩，露転車，バスおよ

び蟹鉄・電車の利灘者を麟撮条件として発展して

きたから，郊外住宅の拡大にともなう急激な震動

牽交通による買い鞠客の塔撫への麟旛1こは立ち遅

れた。駐車場もないし．道驚混雑もひどく，交遜規

鱗は年々きびしくなった。曝衛内の大規摸小売繕

も篠舗の矯模拡大にはカをそそいだ熱，駐車場へ

の醗癒には欠けるものぶあった。そこで人籟の蕪

外への瀧鐵と嚢動車交通への立ち遅れの中で，新

興住宅地へ進鐵した量藪猛やコンビニエンス・ス

トアぶ急成長したこと，狐一ドサイドにおける駐

車場つき商籍が葱壊したことは自然のな撃ゆきで

あった。とくに，騒遂壌弩・バイパス，國道隆号龍

霞2　餐農毒1こお謬る薙餐璽震講数の推移

癬「

　L

5軒

　ト
　i

　i
2§

聡　　　　　　　　　　　　　　　　　単一
趣　　　　　　　　　　　　　　　　　戚
55　56　57　58　5§　弱　醗　　62　63　叉
年　　　　　　　　　　　　　　　　年

　贅餐：福島漉工会議淺講べ

　　　　　　　　．一．．　郵　　毛

無．麟遂欝暑倭夫由誌蔀，飯塚街道，高揚街道，

蟹道i爵号バイパス等の幹線沿いに難外癒ぶ大量

進鬱してきたのである。螺外藤の轟籍は聡趣3曇年

代にもみられた麟，それは建宅地に近接し．また

は住宅魏の内部に立遷していたが，しかも店舗数

も56年までは2鍼彗にすぎなかったが，58～59年鑛
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から急増し，蕪外への住宅の分数化と乗馬車の普

及（とくに女難ドライバーの増熱〉を背景に建宅

地から幹線沿いに集中して購えてきた。業態もス

ーパーからホームセンターへ，さらに奪響癖への傾

向を強め，紳士服，靴，電気器具，書籍，翫具，

スぷ一ツ罵贔の専懇店の纏篠麟頻著である。

醒3　橿島甫における薙外璽濤舖の業態

　　とその変化

　　臼新地ン外麟専階鰯スーパー
％

圭｛欝1

　　　　　　　　　　、闘幽，

離　　　　　　　麟

垂軒

鷺欝
嬉外篠全館　　曝恥き7年群羨　　羅秘58～畔　躍舞6互～軍議党

　鳶5癒〉　　に鑑繕した鄭　　装鐡落した難　年に崖震した薙
　　　　　聾濤｛27羅｝　　外籍｛玉子籍｝　　升落〔3重縫き

資料1橿鳥織工会議辮講べ

　簸南向で独占的な地位を霞めていた商店街は，

一方では荻薦及び駿周辺へ集中集積がすすみ，縫

方では郊外店の塔撫と藪引力とによ滲，再騙域が

余儀なくされ、た．

　かつては議内藤業の串心的な役割を果たしてき

たスズラン遜む〔場在のパセオ逓瞬や漿庁蕪遜

参商店街の鑪盤沈下潜騒立ってあらわれた。中で

も祭産繭遜吟藤震街には，かつてバスターミナル

があ滲，百貨蒋ぶあった。駅蕪再雛発のために㈱

中合デパートの移転した後は大瞬バルクとして営

業していたが，籔売不振によ警撤退している．ま

た祭庁蕩通警商唐街に立地していた営業成績の良

かった大規模家具鷹は廃業し，電器店は嬉外に移

転している。さらに福島寮内の幸心部にあったエ

ンドーチェーン橿鳥駅羨躊が軍威3年に緻退した

ことは，瞬毒内の商業活動解糖峯きびしい状浅｝下

にあることを示している。

　このような状混潜発生してきた最大の要獲は，

（i撫市内の五霞の減少，②寮内通過交通量の塔撫，

麟誰内における夢．楽しみの喪失にある。

　縫縮構内において，業務施設，住宅騨集中し，

人韓6万大会が定盤するという条緯の中で，商癖，

娯楽施設が成立していた解，人籟溺3万4千とな

り，子供，若春撚いなくな蓼，高齢化ぶすすんで

くると，その地域内のそれら施設は遍剰とな滲，

簸寮内外部から誘客しないかぎ警戒参たたなくな

る．しかし現実には住宅解傭外に絋張し，交通も

敏餐線状紅整備さ蕊，コンどニエンス・ストア｝

斜郊外に立地してくれば，摂毒内の商篠街や娯楽

施設は梅射的に遍嚢とな管，存在連索をなくして

いるのである。とすれば，商業につ恥ては一定の

地域を定め，集積力を高めると瞬時に質的な織上

を躍滲．時代の変化に難癖するだけでなく新しい商

業を製造していく方策の確立と推進蒼必要である。

形骸化している小蔑摸商店，老朽化のみられる単

家の建宅などは，縫の驚途に海けられるべきであ

る。灘衛内の発展にとってマイナスとなっている

施設，建造勃（たとえば寺桂仏幾等〉についても，

周辺の環箋の整備によって，まちづく瞬こ不擁欠

のものとして活賭することが必要である。寮内を

分擬している海綿や鱈表出についても講嶽である、

人Pぶ減少しつつある讃南海にふさわしい商業の

あ警方を棲討すると瞬時に，地域闘の住宅の質的

量的拡大を纒箏，嬢南海の緩猛毒の増撫を緩って

いくことが重要であろう。そのためには，鍛幕内

の土地の秘請状浅を調査し，土地利驚を縷説し，

その高度化を襲る必要があろう。

　（2撫市内は，蟹道4号線」3号線および新幹

線の醗遜によって分噺されている。とくに蟹道に

よる地域の分断，東西遵露の立ち遅れによって，

醸寮内の住みやすさ，落ちつき，難域の魅力が失

われて耽る。覆遜4暑線，i3号線によるたんなる

逓通交遷については，バイパスを新設して，南向

の交通渋滞をなくすこと麟蔚要である．轄夕など

は幹線交通が混雑するので，地裁内の狭い遠藤に

まで蠢動親善弐はみ饑し，徒歩や嚢転棄ぐらいしか

通れ、ない裏道にまで磨動華が乗融込んで継る状態

については都覆謙嚢の貧鑓として考えを新たにす

べきであろう．バイパスぶ不足しているので，毒

内交通が混雑するから，一方交通が多くな箏，危

験嬉域が多いので繕号を塔やして，一屡交遜渋滞

を灘化させ，儀号の箆較的少ない裏遠に自動車の

乗入れを誘導する結果となっている。また南詫の

道驚を中心に整備され，東茜遵酪ぶ来整備のまま
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敬置されているから．繧環的な交通に駿鶏解生じ

ている。と撃わけ醸南海の再離発の手段として東

西道驚の整繁麟急務であろう。

　麟1舞霧海の地盤沈下の重要な要石としてはその

簸域における夢，楽しみ，魅力麟喪美しつつある

ことである。その遅趨としては，若い人擦集まっ

てくる場漸をなくしたことである．福島大学や馨

科大学の郊外移転も霞毒内の活性化にとってはマ

イナス要石であった。遅くまで大越集ま馨，さま

ざまな交流蕃行われてこそ，地域の文銘も花饑き，

新たな活力源も形成されてくる．鍛棄の験藤館も

つぎつぎと聡鎖されていくが，瞭懸霞体が魅力を

喪失しているだけでなく，よ滲綴本的には地籔の

中に若者を曄び込む懸iカを失っていることに原霞

ぶある（フォーラムのように養実に成長している

鞍懸鎔解あることに瀧意／。擬議内1こは，かつては

昼となく，夜となく入撰集まってにぎわいをみせ

ていた潜，今βそうした魅力，楽しさがなくな疹

つつある．疑存の資源や施設を生かしな潜ら．新

たな魅力づけの施策を考えていくこと，さらに新

しいものを導入して，それを外的麟激凝として霞

毒内の活力を講上させていくことが重要と糠って

いる。

　二　未瀦1絹地の鰻発と再藻発をめぐって

　そこで新しく登場した考え方は次のようなもの

である。一つは商業地の土地霧箱譜面であ警，も

う一つは産業政策のあ吟方であ滲，さらにもう一

つは住宅政策の方舞にかかわる総懸であった。

　轡　福農毒の商業地の稗絹詩嚢

　篠島毒はもともと商業とともに発展してきたの

であるが，その繭業の成立基盤は，一方では農業

解得にあ穆，縫方ではサラ墾一マンの薮入にあっ

た鱒，農業の譲薄的地｛堂依下の率で，しだいにサ

ラ夢一マンの薮入に多くを敏存するようになった。

しかし建民麟一定地域に集中して住み，生活して

いるかぎ滲では，遜域薦業が安定していた．しか

し，子僕瀞成長し．中学・高絞になると，住宅も

狭くな滲郭外に住宅を建て，溝費購買力のある人

が瀧欝していくと，商業簸籔にもその影響があら

われた。

　漿寮内の繭嚢街の地種低下の要獲として，駐車

場解ない，交遜混雑．業者鷺の適当議事が捲矯さ

れるのであるぶ，それは確かに重要な要獲である。

しかし根本的には，毒内の溝費者数，取入などか

らみて，嚢篠嚢体漢遍多となったことである。

　そこで駅麟の商業潜集中するような濤店の湿置

が極力擁麟された．さらに駅どルのように新幹線

瞬遜によってどうしても新しく建築して漉業施設

として利駕しなければならない場合でも，地域商

業と競合しない藤舗，業種を選定すること蓬重要

となった。靉靆辺への商業の一極集中を換齢する

という懇懇は，現実には，エスタビルの建設時に

壇覧において種々議論され．そのどノレには商業施

設は含めず，銀行，証券錐を一購に立地させ，二

繕以。銭こついても貸ビルを中心として再翻発を國つ

たのである。また駅ビルの再翻発に臠しても，地

元の商繕と全く競合しない業種．贔揃えというこ

とで，「ルミネ」の誘致地元商鷹の鐵癒という

地域商業との共生の道蒼模索されたのである。

　この靉靆については，地方中極薬毒における商業

のあ撃方に深く縫保しているので，少し讃しく遠

べておきたい。東北新幹線の幾通にともなって，

橿島駅西難こ大窺穫小売藩を誘致し，それを外的

麟激麟として広籠な商業地籔を脊威すべきかどう

かという聡題が提趨された。一方では大蔑模篠の

鐵篠を契機として西部の醗発を強力に推進すべき

であるという考え方があ導，縫方では，　「遍驚な

大橋摸鷹の進鐵は，地方小売篠に痛烈な打撃を与

え，その存続を羅難にする」から賛成できないと

いう主張である．この二つの考えが靖直していた

のである．

　編島毒および繭玉会議辮が策定した「薦業ビジ

翼ン基本購懇」は彰各種薬毒機能ヨを集積しつつ，

　「薦業機能の必然的な拡大3の方肉づけを与えて

いる。すなわち．　「福島旛の財政状浸を考えると

き，地懸の高恥験前周辺地区をすべて公絹地とし

て確保することは，現実的1こは霞難である．また，

西部の居住者からの繭業施設への要望も高い。物

としたうえで，　「纒轟駿西韓こi万5千平方メー

トルの売場藩積をもった薩業集積を新たに張撃つ

ける」とした場合にどうなるかという試算を行っ
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ている。

　だぶこの翼題揚蓮華ま，纒島毒の商業とまちづく

吟とをどのように聡達させるかという一定の現状

認識のもとにおこなわれているのだから，橿鳥駅

薩嚢の翼発にかかわる諸問題は，地域騰発と地域

商業との経連にとどまらず，毒の産業構造や大要

嚢態がどのように変化し，その結集商業圏がどの

ように変乾しているか，という評懸解含まれてい

る。したがって橿島駅蕪嚢に大型震を誘致して地

駿雛発をすすめるかどうかが争われているのだが．

よ警根本的には，←1灘畜誹蚕の基本原理は韓か．

◎毒の産業構造や人襲動態はどのように変乾し，

それが毒の中心商癒街にどのように繹篤している

か。｛ヨ蟹周遊の土地秘絹謙醸と商業地との弱孫は

いかにあるべきか，ということが難われているの

であって，駅西馨の大型篠の立纏に臠する霧題だ

けでなく，いっそう橿本的には策の都講説麟の原

蓬や産業講造と入舞動懸との経連における土地利

罵のあ写方や駅馬透の雛発懇懇にかかわる重要な

溝題が包含され・ていたのである。

　新幹線の麗還を契機に駅蔭欝に大i肇量販篠を立

地させ，それを外的麟激麟として遷域翻発を行う

かどうかの鶏題は，実は衛の商業地域のあ静方だ

けでなく，毒の灘南計蟹の基本原遷にかかわる腿

題であったが，この聡題を少し詳しく験試すると

二つの考え方潜流れている．

　一つは，中心商店街は，道蕗も猿く，十分な駐

牽場もなく，交遷越混雑し，人，繭贔．車の往来

も患うようにはいかない。そのうえ地嚢も高く，

土地翫有者と商繕経営者とは溺の場合ぶ多く，さ

らに土地の湧有権解複雑にからみあってお鯵，再

瞬発には±地の湧有者や商鷺主などのそれぞれの

思惑やエゴ潜入馨みだれ，全体的な観点からの都

市の改造は著しく懸難となっている。このように1

複雑にからみあっている騨害の調整のむずかしい

地域の再麗発につ恥ては，若干の手なおし程度に

とどめ，思いきった都南聡発は，新幹線の雛発を

契機とし未刊絹地である駅の西襲や新興住宅地を

中心として行うべきである．将来は東嚢の遵露の

舷魑，バイパスの開設，獲部地機への国棒がらみ

の公共投資・基盤整備の充実，八本雛橋の改設等

によって，1鄭心部よ瞬西部の靉靆地帯の方が急速

に瞬1発され’，住宅難種1されることになる。資本の

投資効率からみても，今後の毒の発展の動織の予

灘からみても，験の悪部麗発に重点がおかれるべき

であ瞬，踊資本のカを雛発エネルギーとして倦雛

つつ，連想的なまちづく蓉を行うべきだという考

え方である．これ、は，簸単にいえば，来麗発簸の

羅馬1諦薩である．

　これに蝿して，もう一つの考え方はこうである。

当縛のすずらん通鯵や察産繭逓曽をはじめとする

中央商緩衝は，先見の霧を欠いた各種の施設と急

速な窪動車の普及とによ鯵，交通条件が著しく悪

化し，また各種の薦艨衝が醜雑な発展をとげ，秩

序のないみにくい南街地の様相を呈しているが，

自然発生的に形成された嶽業地域は，南の産業お

よび人爵動態とは適合しておらず，したがって，

いかなる代懸をはらっても逝去の誤謬を訂重し，

病気になっている都霧の治療をおこなうべきだと

いう考え方である。

　中央商篠街は長い歴史の蓄積の成果であ瞬，毒

の経済と文｛ヒの発展の顔であるが．商業地域は籔

毒内に住んでいる多くの人たちの生活の縛畷とと

もに発生し，発展してきた．しかしながら，人韓

の流鐵と震動牽交通の発達，産業講造の変化，人

々の行動と懸盤観の変化に十分に嬉慈できず，地

縫無下が顕著となったのである。そこで一定の犠

牲をはらってでも再瞬発を行うべきだとする考え

方である．

　懸業地域の瞬発事業に関係して，金と時翼と労

苦のかかる中央商鷹街の再醗発の仕事はあとまわ

しにして，むしろ駅獲麟の商業謙’薩を牢心に推進

すべきだという第一の考え方に難して，これ、は議

講としては亙当な議論であ吟，行政当局者もこの

ような考え方に繧きたいという心構は藻解できる

が，市の現在の都毒構造の変化，経済・縫会の嚢

露を考癒すれ、ば，わたくしはこの考え方に賛成す

ることはできない．そしてまた，後の毒薬局者も

未舞矯地の開発よ雛も醸商業地の再麗発の方鶴を

癬瞬に持ち思したのである。

　その理由は次の遜蓼である．

　第一の礫由は，擁市の再雛発は畢競に行わなけ
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れば幾率が馨しく悪化するからである。

　轟然発生的に，あるいは計薩的に建設され・てき

た麗窪の慈篠衡麟歓会的・経済的変化に十分麟癖

できなくな馨，再携発は懸難だからといって1こ

れ敵麗し，現姦の商業地籔の再雛発をおこなわず

に経石に擬することは，悪瘡なきことであって，

薩篠街の再麗発には今饗の数倍または数十縷の費

罵がかかるであろう．遍去のストックを十分に活

薦するためには．状浅の悪化麟ひどくならないう

ちに治療すべきであろう．

　第二の遷轟は，スプ霧一ル化現象の擁凝のため

に中央商業地綾の再開発が必要だからである。

　商艨衝はたんに繭贔の簸売と購買の行われる場

瞬だけでなく，小売篠麟集懸で立地することによ

鬱鬱域の人々鱒集ま穆，意い，語る場癖であ穆，

地域の椿報．文化の継承の場藤である。それは地

域の顔でもある。さらに地域の夢や楽しみ，魅力

をつく警だす地籔である。そこには多かれ少かれ，

地域での入隅縫係がたて糸にも，横糸にもお参な

され，成長してきたところの文化の転承麟ある．

　躯外に盤宅地潜拡大し．それに鱈癒して駐難場

つきの量簸鷹やコンビニエンス・ストアー瀞急成

長してきたからという蓬羨で，都濃の再魏発を行

って，都心部に駿盛人農を塔やさないならば，ま

た人々の交流入舞を塔撫させないならば，薬毒の

発生と発展とともに発展してきた歴史，行事，伝

統ある商唐街地域の地盤低事はさけられず，それ・

は地域の文化や盤1性や活力の喪失ともなるのであ

る、

　第三の理湊は，中央商業地域は人P減少によっ

て今後急絞長していくとば考えられないから，商

業地域は分敵させないで．土地の集中的な利灘が

のぞま蕊るからである．

　交通の発達と居建地の薙外への展競は，率央翻

の擦蚕業の；縢斐｝的地位低下をさけられないものにし

た。福島毒の商業は一方では農村集落を基盤とし，

縫方では嚢労者．サラ夢一マンの薮入に依擁して

きたから，第i次産業から第2欧，第3欧産業の

縫事者が多くなるにつれ，農業取入への敏存度は

低下し，勤労叡入への依存度の割合ぶ高まること

になるけれども，その嚢労考麟郭外に住むように

なるにつれて，中央商店街は勢力を失ってきたの

である。このような難業活動の駿混下においては，

いたずらに商麟を拡大し，分散化することは聾ま

しい政策ではないのである。

蕊　鱗鋳幾鄭毒構想と薙外の縫発構馨

　櫛　2違時驚灘南構想

　醸毒内から薙外への人縫移動にともなって，毒

内の土地覇矯について二つの課題麟発生した．一

つ童ま1舞霧海の再裂悪発を彫、む略こ行う毒｝とセ、うことで

あむ，もう一つは蕪外の交遜の整備，居住環境の

充実，職住一体化をいかに躍るかということであ

った。

　蕪者の課題を包括的に解淡しようというの撚麗

時購灘毒構想難／であ吟，後考のそれ，解離外の職，

往，遊購想であった。

　購毒丙の活性化のためには．居住環境を整備し，

商業蓬蟻の再雛発を麟穆，定住人爵，交漉入霞を

塔1雛させること解必要となった．

　繭業活動については，験前一極集中を極力舞麟

し，饒存の商篠街の再翻発に落手したのである。

商癒街の発展みためには．駐箪1場が必要であった

が，テークバックするにも土地の余審がなかった

ので，全く逆に2箪線の道諮を狭めi車線片鰓一方

通行の蛇行連跳として．緑地，舗装，一時的な鍵車

場を確保し，彫雍を壷べ，樹木を纏え，店舗も一段

と萌るく，業態を変え，雰灘気も一新したのである。

　灘南内1こは極力高屡住宅建設を推進し，入舞の

増撫を図穆，24鋳鷺一定の人縫の集積のみられる

空聡づく蓼を推進し，昼闘だけでなく夜間にも人

蔘いる地籔づく吟をめざし，地域の完結健を高め，

それによる交通土・祇会上の塞費をなくし，利便

性・快適｛盤を高めようとするものである。

　（2｝薙外の灘発椿懇

　働く場藪と住む場辮が絵市内に集中していた時

代とは異なって，饑く場謬講笠灘南内に集積し．舷

大するが，盗む場漸は敏躰線上に周遊に鉱夫する

という都毒檎造への移行につれて，通繋，通学，

会合，買い鞠，蓬療のいずれをとっても，佐野の

嘱硬と生活の必要から交通に嬉する重要性麟ます
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地方中越灘霧の構造変化につ》、て一離島毒の事携を寧毒として一一 （玉総3）

ます高まった、

　職建潜分離し，居住地が分激化すれ，ば，職猛が

一体化している場合には総懸とならなかった交通

上の歓会的・空聞的・時懸的課題が発生する．

　ラッシュ時と葬ラッシュ時と赫発生し，公的交

還機総もラッシュ時に焦点をあてて人員や交遜機

鷺の兜建を纒らねばならないし，遵鶏交遜一つを

とっても嬢寮内と新市内の接点の交通混雑はひど

い釈濁下にある。

　交通開題については，嚢動車，電車，嚢転牽．

後歩を含め総合的に考えねばならないし，さらに

道鋒に麗しても敏蟹駅交通から，内環釈，串環犠．

外環釈道露を充実し，さらにバイパスを設置して，

その緩秘への努力鱒重要であろう。

　簸も横本的な瞬題としては，郊外における土蜷

秘矯を縷説して翻擁心的な都市構造のあ警方を考

える必要藩ある。

　道鶏を舷輻し，海辮に矯をかけて，交通混雑を

解決する方海溝とられても，交通機縫の完成とい

うだけでは，交逢の痩きづま鯵は解決できない。

建緩地が濁辺部に分散し．阜軽には一時に集申し

て多数の嚢動事解中央部に渡れこみ，夕方には遵

の現象解生じるから，この混雑をさけるためには，

遜1銘の整備を行うこと撚最良の方法であるという

考え方麟あるぶ，この考え方では，交通のゆきづ

ま鯵を解決することはできない．饑く霧海と住む

場辮とを隣接させて，文選という鮭会的窒費を取

瞬除くこと渉轄よ馨も重要である。福島毒の交通

混雑の最大の原霞は，働く場藤が中央にあって，

住む場辮は薙外にあるということに起露している

のであって，住む場湧か中央部にあり．働く場所

ぶ郊外にある郡密瀞21とは都市構造にお》、て決定

的な；縷違嚇ある。

　政策としては，綴西部工業懸地，鐸売縷地，農

協会館，大学等にみられるように，郊外に大量の

集客力のある施設を移し，馨外の職建一体化を推

進し，また通常のラッシュ時とは逆に霧海から郊

外へ畿かける交通システムを工夫し，実現してき

た．今後は企業の誘致，暖帯内の工場移転を難外

に誘導し，薙外露ら解地域内再生産のできる購懇

　　詑部の醗究公園整饒，薦部新馨毒整備，露都

羅点簸区整備．詑部擁点地琶整備事業一…を推進

していくのであるが，主として徳星都議霊地籔完

結的な土地i穫溺を行い，さらに婚覆的な交通体系

の整備と構鞍ネットワーク化を推進すること撰重

要である毒童，　蕪外に職場とレベノレの高セ、住宅地域

をつく馨，商籍，学校等環境整備を背馳，翻翻心

化を躍っていくこと蒼群要である．このことによ

って，いたずらに都心部紅鶴きに鐙か診てくるこ

とはなくな弩．交通混雑もなくなるのである．後

来の交通薄策は交通漉雑の麟策であって，交通の

根本的な薄策ではないのである。

　橿鳥毒垂こおける麟都心の地域づく乾｝は，これ。ま

での擁衛計露の炎数を反省し，新しい舗渡の導入

によ警，理想的な都霧を形成していくことである。

緑地．豊富な濤然環境，広い土地など福島毒の良

さを十分に生かし，さらに職住隣接し，遜嚢藩こと

もなう時麗的・経済的な鞍スをなくし，快適かつ

硬奉墨な生活のできる蔀議を製造することである．

将棄における都衛の遜懇，新しい懇懇は繕かによ

って離離・む地域ぶ形成され、るものであるから，地

方蔀毒における灘南蒲の醗究ぶいよいよ重要とな

ってくるのである．

（藤深絹綾雄「灘市4〉再：顯発一鍛時購趨毒づく箏を

　めざしてr福島毒の経済とくらしを考える会編

　駒方擁毒麟造への携戦毒断蔽，八潮縫．欝87年

麟　榔出辮は大蕉捻年9月に毒麟をびき，その後桑

　野誘，蜜籐材，大槻町，若江繕等の一部を編入合

　鱗iし，臨秘35無縁こは，面積5嘆平方キPメートノシ，

　人欝欝万2千人となった．憩年5∫きには，安積都

　全き群舞及び鐶付榔穣繕町を合爵し，醒懇耕，中曝

　種等を擁えた．醗姦，面積7謎畢方キ服メートル，32万

　2千人　（平成5年i奪舞〉　となった。歪羅在1霧馨嚢蓬毒

　は全部縫舞餐の中で面積は7．媛％であるオ㍉人嚢は

　エ7万6千人（54．7鵯／を擁している。曙隷35年か

　ら平成§年の33年の購に人韓欝．2万入からi7．6万

　人へ72．5％塔擁している。

　　これに薄して福島梅の串夾雑（1舞議内〉は，昭

　秘35年の人糞6．2万人から平成5年3、4万人へ鱒鶉

　減少している。

　　器海霧にあっては，瞬海内に多くの人たちぶ住

　み，そこで饑き，さらに郭外の工場で鍵きに鐙か

　けても，夜には入溝集まってくるという都毒構造
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（茎鱒心 纏島大学地織覇究　第6巻　第五号盛纏．8

となっている．まち襲弊が中心部に住宅地をもち，

人轟密度も轟く駿卒寿キ聾メートル当穆3，昼7

人（軍威5年湾．・にぎわい，活力熱ある．灘毒講の

人鶴が減少し，轟齢髭が顕著となっている摂福島

霧海とは異って，霞部惣斎の人譲は若年労鱗力を中

　　　　　　　　　　　　　心に塔撫している。
表6　醸福爵霧と懸謬滋霧鐘較
　　　　　　　　　　　　　演麟．音楽，駿蔑

　　　i灘熱購鋳
　　　　［玉簾護一1蕪

　　　　62千入i鎗2千人
　　　　一墨■、、。、l　i饗

　　　　　鱒　　i難

　　　　　34　　i鯵§

　　　　　護　　　…i7§

軍纐騰　暮灘親L7鑛
　資舞：蟹勢講査

のいずれの全癒を

行っても，薦の入

韓蔑模では篠島講

と綴織露とではそ

れ、縁ど大きく差異

がないにもかかわ

らず，郷出毒では

成約し，福島毒に

おいては運営が露

難である最大の原

露は霞霧海垂こおける入舞の集積の趨違にある。

　醗孫灘霧海に入欝7万人瀞住むにいたった最大

の要灘絃都霧謙懸の充実にあった．土雛猛懸鼕鼕

事業が戦災復興第一事業《耀駿22年〉から今舞事

業中のものも含めると，際．雛灘毒，縫合及び懸

人の事業主体のすべてを合讒すれば，3§事業，そ

の醸穣32、2平方キロメートルに及ぶのである．こ

のうち猛鱗的に多くは績都由霧において行われて

きた．猛錘整獲事業を中心として摂寮内の籟環交

通体系を整癒し，悪建毅境としてはレベルの高籍

擁薦を形成してきたことは涯鐸すべきであろ観

霞　題透斎鞍讐の灘発権懇

　交通の発達によって橿鳥毒の鮭会・経済的な拡

張は．行政区域をこえて進行している。二本松毒，

表7　近接毒町の就業者と橿島甫での就業釈溌僻磁鋤

安達町をはじめ，保原，梁鱗．攣達，国髭隣など，

周辺講町赫の雇稽を騒敬して福島瀧は発展してき

たのである．行政上の涯域と経済縫会上の籔蟻掛

…致しなくなっている。

　大都毒においては，盤渓の霞然塔撫によって膨

張するのではなく．縫地載からの移住者によって

年々の五霞が急増してきたのである。ところで，

地方串権擁衛にお》、ては，霞然的・歓会的増撫も

ある麟，それ以．とに近隣簿材からの通勤，通学の

増簾ぶある。透隣隣村を含めての経済上，縫会上

の一大有機総織を拡張している。轡§動車交通．

電車交通の発達によって遠方から通嚢，通学摂羅籠

とな紗．地方単極薬毒への昼聞入縫の移動を促した

こと．②農秣業の衰織によ撃，兼業農家が増えた

こと，（3／第2次，第3次産業の発達によ警，女子

の雇辯護が圭馨寿聾したこと，韓／一堂帯当た移の駿ノ、が

塔離したことによ吟，嚢動牽の保有台数も増え，

また高校・大学への進学率が肉上し，人々の行動

籠霞麟拡大したことが地方牢権都市の有機的な絋張

の原霞として捲鑛されるぶ，綴本的には，隣接町村

には就業機会や進学校が不達していることにある．

　醗窪，臨村の就業者のうち2§％以上橿鳥霧に饑

きに来ている驚替としては，桑摂欝（22．§鴨〉，攣

違警〈32、7％〉，籔野薄（22、3％〉勝あ鯵，鰺％以

圭：では国見町（i8．蓬％），｛呆原簿（i8．§％）摂ある．

　たとえば，購の就業者鎗，露§人のうち福島市へ

の通勤者数i，3§§人（贅、5％）を志めている梁耀斑

は，果樹，野菜をはじめ農業の最も緩発な匙域と

して著名であるが，梁燐町でさえ，橿鳥事や保原

驚への通勤斜塔擁している。55年の飽毒町村への

　　　　　　　通勘考は2，3賛入であった潜，平

　　　　　　　成2年には3．珪86人（5§．6％塔〉と

壁薩華鐸融轡墨刺灘i割合
　入1　％
§禦5・2
2？315・i

i，欝i　i6．7

559ほ．遵
2魂2i2・填

　墳i巷．9
エ2812．i

　6鍍1暮．護
2艇i§．蓬

資料1匿勢調糞

なった。とくに35～製歳の働き盛

りの入掛縫帯町村で饑く傾癖潜み

られる．363入から9欝人へ2．5倍

に増え，しかも製造業への鍵事者

（652人からi，綴2人／が贈撫して

いる．このことは藩を愚昧するか，

（il農業取入だけでは生活ぶできな

いので，農業以外の産業に就業し

ていること。基幹的農業鍵事者は
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題方中盤趨薦の講造変銘について一橿轟毒の事舞を中心として一 （歪6艇）
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表9　梁鱗町露動箪登録台数 （台〉

1　5i年 54　　認　…δ董　1叉　　遮　錘／5i

乗罵酬3，麟 嵯，i25達，77i薩，欝i5，鰯　5，72§li．9焙

・1璽二鞭車i　蓬
年　　　　l　　　　　　　i鰹　　2認15．王　　　　　　　　　　　　　　　　■

影至羅　　　、．、

難1撚，舗鷹縷i．警

資料：梁灘簿小矯機事業活雛乾ビジ葺ン策建1事業鞭雪書

　　単戚6年3月

昭秘35年8，777人から，55年4，§難人

とな滲，　さらに率i威2年垂こは2，598人

となった。遜去欝年職こ誌．3％減少し

ている。農業の盛んな地壕であるから，

農業をやめて纏の職業につくというの

ではなく，飽産業との兼業化の遵を選

横することとなった．（欝兼業化によ蓼．

一人当た蓉の家計蔑得は，昭融6§年蔦8

万獲から平成2年2器万Rへ（磐．§％〉

塔簾し，嬉桑賂差も艇％から盟％へ縮

ノ1・している。瞬檬iに一人憲た吟分醍藪

得も76．8％から83．5％に縮減している

摂，5年闘の平均議長率7．2％であっ

た。纏産業への就業によ瞬一人当た蓼

の叡入漢蒼実に塔撫するという事実が

広域的な行動の原覆であった。（3｝事業

化によ鯵生活承準解蟄かになるが，そ

の結果として，乗濡車の保有台数は急

塔する。磁年護，7聾台から平威4年

5，7鎗台伽．護％〉へ増え，軽嚢動輩等

を含めると5，587台から7，艇3台（26．i

％増）に塔撫し，一盤1帯蜜た瞬i、3台，

2癖～縫歳人翼当た鯵倉．56台となった。

貨勅輩や原付欝動車を含めると平成遵

年絡，7磐台瞬有し，一量帯当た総．i

台，2（）～6違歳人隣峯た吟i．3台謬蓄有し

ていることになる．毒動車の保有台数

の増撫とともに通嚢羅域は広籔化して

いる。繊縫毒簿替への選繋者，逓学者

が塔撫するということは，その町村に

おいては，福島毒との箆較においてま

ちづく蓼，商籍街づく警を綾討し，レ

ベルを高めていかないと立ち遅れてい

るという考え方潜台頭してきたのであ

る。というのは，外の地域との縫連で

霞分のまちやむらを評懸するように1な

るからである。つま吟梁燐町の人麟よ

吟多く福轟畜に逓嚢するならば，橿島

南内の商舞彗塗琢の現壕衆という尺度で梁

燐町の繭店のあ鯵方を評優するからで

ある、また反薄に福濫毒においては近
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地方中継灘毒の撰進変建について一撮島帝の事軽を幸心として一 （欝§7）

隣郷’村の人たちのための利罵施設，鉄道，駐華1場

等を含めた施策，環境基盤づく鯵を醒慮すること

が必要となる．

　長年橿島帯に鑑み，毒殺飯：に通い都市誹麟に往

事している人が》、ても．その人は福島幕内のこと

には精選している渉．しかし縁辺町餐の動晦がい

かになっているか，また紬台南や部嶽市の動きが

いかなる釈況にあるかについては，意識的な調査

や学習をしないと瑳解できないことである．周遊

市町村における嚢動車の保有台数の急増は，実は

橿轟寮内における交通混雑の重要な一霞となって

いるのであ鞍，した撚って畜の計藤それ趨捧の申

に周辺南町樗の状混を含めておかねぱならない炉，

実像には福島毒の統謙結果にもとづいて計羅策定

が行われているのである。

　橿島南向の土地纒i格の上昇と道蕗交通捧系等の

整備によ瞬，南内に1おける住宅取得よ蓼は周遊海

際韓紅住宅を取得する方か有利となるならば，周

辺薦町税に住宅地嚇拡大し，橿島市の歓会的・経

済的な一大縄織は外廻的に拡大し，行政上の区域

と一致しなくなる．この新興住宅地においては，

上下承道，衛生，遵鋒舗装，公費館，学校等の生

活基盤の整備のための需要潜高まってくる嚇，こ

の開題は実は橿鳥毒の内部の鶏題の外麺化した事

極に罵す潜，行政上は隣接毒野村の鷺題として提

起されてくる．周辺毒町替と福島毒とでは財政力

もち麟》・，行政の幾模も異な瞬，歴史も櫨達して

お穆，都毒謙薩の実麓においてもそれぞれ課題を

異にする。

　しかし編島議の将来の発展を考えると，周遊毒

隣村の経済，文化の健全な発展によって左右され

ることは論をまたない。灘辺毒町村から纏島帯へ

の交通混雑撃生じるということは福島市や周辺毒

町樗の問題としてのみ考えるわけにはいかない。

このような事態は地域の縫会経済的な携造の変化

の結集として発生しているかぎ穆，いろいろ工夫

して，企業の進鐵，誘致を周遊霧臨書に誘導し．

わざわざ懸島毒にまで働きにこなくてもよいよう

に経済的に自立化を麟蓼，それらの露町替が福島

市の衛星馨議として，独霞牲をもって発展できる

ようにすべきである。

　とくに最近，周辺帯町替斜穣極的に工場懸地謙

薩を樹立し，弱体化している産業を強化する欝癒

をたて，独窪の嚢立敵策と事業を推進しようとし

ていることは，地方の醗発の方向として意義のあ

ることで，今後大きな期待嚇もたれているのであ

・る．周辺構跨魯に建んでいる人蔘軍鰯よ瞬わざわ

ざ遠方に饑きに嵐かけることなく，露分の盤iノしで

いる地機の串に就業機会を見い畿せるような施策

こそ，交通渋溝という銭費にとっての生運的，精

神的，経済的脅威を取蓼除く根本施策であ箏，交

通体系の整備という歓会的費罵を灘減させる遠で

もある。とくに橿島市の中心部から放射線上に外

部に住宅地が拡張している都毒講造においては，

周辺町韓の自立穫iをもった，一ランク高い健全な

都窃形成は，業務地域への遍度集中を撰給するう

えでも，簸も重要な施策の一つであると考えられ，

る。
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